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ノレリ Yの自由主義的手工業者委員会明朗 Comiteeder liberalen Handwerker)が
18刷年11月に出した選挙撤においては，自由貿易が営業の自由と不可分な関係







2) G. Eisfeld， Die Entstehung deァ品eraZenPa庁 eienin Det出 chland1858-1870. 
Hannover 1969. S. 204 
3) Th. Lau凪 Geschichte品'SGewerbevereins fur Nassau， Wiesbaclen 1895. S. 46 























関税的利害からの反対はありえない， とへ なお， この提案に関するロッツ
4) たとえばシュルツェ=デー リッチュについてはロ Vg1. H. Schulze-Delitzsch， Die arq出向n
den Klassen und das .455町ヨ曜日n耳 vesenin Deutschland als ProgTu市川 Z沼 eznem
a，，出ch"， 白暗闇'5，Leipzig 1858， 5S. 16-18 
5) Zweite Versammlung des Congresses deutscher Volksw';rτhe， S.4D以下 ILCongress 
と略記する。他四大会議事録についても同様。


























i) W. Lotz. Die ldeen 晶 rdeutschen Ht.四 delstolitik 'l:四 1860bis 1891， LeipzIg 1892， 
丘 23
8) 1I. Congress， S.41 
9) IlL Congress， S.52 






















10) 品 d.， S. 51 
11) 1844年の関税改草によって，銑鉄にはツェソトナ 当り10銀グロツシェソ申輸入関税が導入さ
れ，樺鉄関税は1ター ラー から1.5"'-'2. 5ター ヲー に引上げられたが，そのさい，ベルギ 鉄に対
しては50%の優遇措置が与えられることになった。 MaxSering， Geschichte deγ Preussisch. 
d出 ':tsch叩 Eisenzolle日on1818 bis zur Gegen日 'art，Leipzig 1882， 55. 65-69 
12) IIL COng問 55，S. 52 ユンカー の農業利害からする鉄保護関税批判はすでに第2回士会にお




デンから購入しなければならないJ(1. Congr剖 S，S. 41.)と。














13) I1L Congγ-es，S 担 当時運輸制度に関しては，鉄道問題が重要な係争問題のひとつをなし
τいたが (Vgl. Kurt Bloemers， Der Eisenbahnt訂正Kampf. in 且ifodernedeutsche Wut-






層鋭い競争D支配下におかれ，低賃率の発展はなお 層童速になされるであろうム O.Michaelis， 
Das Mon噌 01der Eisenbahnen. Eine Denksch門iftder vie吋四 Versammlungdes Con 
gresses晶 utscherVolks加 rthe師包 Auftrageder stän品~gen Deputation品 'Sselben，S. 13. 
14) 11I. Congress， S.52 
15) Ibid， 5S. 5'2-53 この点に関い鉄保護関税論者はへルデ製鉄所 (Huttenwerkzu H町 de)
諸 負 担 タ-'}ー 金星グロヅ プフェーシェン ツヒ
坑共夫済組共演合疾組合病金へ車の出資 73，2184 1 12 への出資 21 
株 券 税 4，500 
7地1カ/02百ト0鉄万リ鉱シッ石ェク教税フ会ェ=価ルへ租の白値石出の炭資6貫%祖




ム日 計 60，411 17 8 
銑鉄総生産額 750，000 (500，000ツェントナー 〉
(Ibui.， S. 56なお，60417Thlrは60407Thlr..8Pfは7Pf.0)誤りであろう〉























の慨を引合いに出L 請負担の重圧を説明した。 それによると G菱参照)， 同製鉄所は1857'年に
500，000ツヱントナー ， 価値にして750，000ター ラー の銑鉄を生藍したが，それに対する諾負担
は60，417ターラー余に達しその額は全体の8%以上であった。 lbid..SS‘55-5-6なお，あわせ
て， JI本和良『ドイツ産業賢本成立史論』未来社， 1町1年， 183頁以下，をも参照のこと。
16) Ibid.， S.5:1 
17) lbid.， S. 53 








4 会議は第4回大会の開催地に南ドイツ保護貿易運動の中心地ジ z トゥツ
トガノレトを選んだ。ここで会議は撚糸関税の引下げを要求したが，この要求は





















ιι 0.， 55. 117-118 u. 302 

























20) IV. Co叫rress，SS. 151-153. 21) W. Lotz. a. a. 0.， S.26 
22) IV. Congress， SS. 153-157 なお，ケルシュ}ルフはこうした甫ドイツ保護貿易主輯の観点
から1861年8月末にドイツ工業協会 CVereinfur deutsche Industrie)を設立したが， この時
点でこの協会設立に51人の工業家が賛成したといわれている。 H.B油田e，Deutschlands yt号g
zur Groβmacht， Koln-Berlin 1966. S. 104 

























23) IV. Congt官 s，S5. 173-176 
24) 1るid.，55. 187-188 


























25) V. Bohmert， Die Entstehung des volkswirtR~hHftli(''hen Kongresses vor 25 Jahren， in 
Vierteljahrschrift fur VolksWirtschaft. Politik und KulturgeschichtιJg. 21， Bd. 1， 


























26) V. Congア"eSS，S. 17. これらの3提案はいずれもE倒的多数で決議提案として採択された。
lbid.， S. 60 
27) Ibid.， SS. 22-23 ドイツの商品をイギリスに輸出していた商人ボルソ (DavidBorn)も同様
の主旨のことを述べている。すなわち.r北買部は元来南から植民地 CColonie)のように取按わ






















バイエノレγ は 1，491，866， グュノレテンベノレクは 303，009金ターヲーをプレーメ γ
れているJo暁に東・西フロイセソがそうである。「われわれは全ての製造品を中 商部ドイツか
ら運んで〈る上うに積制き九そしてわれわれの倖庫物札羊毛やボロ華に輸出関税が課せられ
ることによって，自由に輸出することを阻止されたム Ibid.， S. zg 
28) Ibid. S. 24 
29) Ibid.， S.50. ;ttェー メルトのノ、ンザ自由貿易擁護論について，より詳細には次を参照きれた¥.-0
V. Bohmert. Die Stellu四 derHansestadte zu Deut配hlandin den letzten drei Jahrzehnten， 










(Freiherr von Czornig)とバ-"/' ~ (Basc色〕であったが， 乙己ではケノレシュト
ルフ 0)議論を検討する。












た。Bodovon Borries， Deutschlanゐ Ausenha品l1836 bis 1856. Eine statistische 
UntersuchuTlf5 zur Fruhindustt也lisl町 wng，Stuttgart 19刊 5S.. 134~ 135. この点，同じ
くハソサ百l市とはいえ， イギリスとの関陣が極めて緊密であったハンブノレク (同年の総輸出入
りうら，イギリスからり輸入は60.8%.同国への輸出は:40.6叫 lbid.， 55. 118-119.)とは異な
る.






III. Congress， S.47.なお，かれはここでは鉄工業については触れていないが， との通商条約に
よってラインの鉄工業が不利益を被むると考えていたとは思われない。というのは，ゼーりング





























(Ibid. S. 136.). といわれている。、。 V.Congress， S. 45 
56 (478) 第 109巻第4・5田6号



















わる関税議会 (Zollpa工lament) と関税連邦参議院 (20111山 luellrat)の設置とし、う
構想劃に完全に一致していた。
33) lbid.， SS. 55-57 
34) Ibid.， 5S. 51-52 
















valenz der deutschen Entwicklung)の上に釜立する「似而非封建的権力諸関係」
















二帝制下回帝国議会と連邦参議院に引継がれる。 Vgl.H. Bδhme， a. a. 0.， S. 236f 
37) H. B品 me，Prole，酔 menazu einer Sozial-und Wirtschafts，酢 schichteDeutschlands 
im 19. und 20. Jahrhund.町T，Frankfurt am Main 1968， S.53 
38) 大野英二「ドイツ資本主義の歴史的段階 ピスマルク・ νジー ムの性桔規定 J ，土地制度史
学』第46号， 1970年。
58 (唱の 第四9巻第4・5・6号
者たちを強力な構成員として持っていたのみならず， ドイツ各地に，とりわけ
南ドイツを中心に発展し始めていた手工業者の組織体たる営業協会と結びつい
ていた。この後者の事実は，会議が，関税政策論争において南ドイツの綿紡農
業者と対立したのとは対際的に，南ドイツの手ヱ業者層りなかにも一定の支持
基盤を確保しえたことを意味していた，といえるだろう。
会議は，このように手工業者を支持基盤としつつ，他方で次第に当時の自由
貿易運動の代表的組織としての性格を濃厚に示し始める。なるほど，自由貿易
を要求するばあいでも，会議は手工業者的観点を保持し続ける。しかし，会議
の要求する自由貿易に対L，その最も強力な支持基盤となっていたのは北東部
ドイツの商業資本であれ次いでユンカーであった ζとは否定しえない。しか
も会議は，営業制度との関連で批判していたユンカーをここでは自由貿易政策
貫徹のための同盟軍として評価する。だがそうした評価は，他面からみれば，
会議がュンカーの同盟軍と化すことを意味していたのだ。換言すれば，このユ
Yカー評価は，会議が小ドイツ=プロイセン主義を宣言したこととも関連して，
会議が全体として，したがって，ここに結集していた手工業者がュ yカー的プ
ロイセン的支配体制のなかに編入されたことを意味していたといえよう。以上
のように考えるならば，会議が営業の、自由と自由貿易とを相互不可分のものと
して捉え，両者を同時的に要求していったことの歴史的意味は，まさに，手工
業者層をユY カ一陣営内に合体させることにあったといえる。
一完
f付記.前稿および本稿白作成にあたり，大阪市立大学ゾムバルト文庫の蔵書を利用させτ
いただいた星野中民に深謝したい。〕
